


古い伝統を有する製薬産業があるここ富山県において

も，国民の健康福祉に寄与すべく，医科大学設置が強く要

望されるようになり，時あたかも政府の医科大学新設の波

が到来し，昭和50年10月医学部新設とともに旧富山大学

から薬学部が移されることを前提とした特色ある国立の

旧富山医科薬科大学が設置された。そして，昭和53年

6月には，和漢薬研究所（現和漢医薬学総合研究所）が旧

富山大学から移され，ここに２学部１研究所の規模をもつ

に至った。さらに，東西医療科学を総合した医・薬学領域

で活躍できる人材の育成を目的とした大学院の設置が進

められ，まず，昭和53年６月に薬学研究科（博士課程）が，

次いで昭和57年４月には医学研究科（博士課程）が設置

された。昭和54年10月には大学附属病院が開院し，ここ

に当初予定された全施設が整い，その後平成５年４月には

医学部看護学科が設置された。さらに平成17年10月には

旧富山大学及び旧高岡短期大学と再編・統合し，（新）富山

沿 革

大学として発足した。臨床部門については，昭和60年５月

にそれまで学内措置で設けられていた和漢診療部（現和

漢診療科）が正式の診療部門となり，次いで救急部（現災害・

救命センター），輸血部（現検査・輸血・細胞治療部），集中

治療部，医療情報部，光学医療診療部，病理部，総合診療

部などが順次設けられた。一般教育については，留学生が

多いことに関係して日本語・日本事情の学科目が新設され

た。大学院については，平成９年４月には医学系研究科看

護学専攻（修士課程）が，平成15年４月には医学系研究科

医科学専攻（修士課程）が設置され，平成16年４月には医

学系研究科（博士課程）を医科学専攻と認知・情動脳科

学専攻の２専攻に改組した。平成18年４月には大学間の

統合に伴い大学院も新たに改組され，医学薬学教育部を

始めとする体制となった。さらに，平成27年4月には看

護学専攻（博士後期課程）も設置され，本学は新医療科

学の総合化にむけて新たな一歩をふみだした。



目 次

医学部長からのメッセージ，学科概要………………………………………………………… 2 ～ 3

基礎医学の立場から……………………………………………………………………………… 4 ～ 5

臨床医学の立場から……………………………………………………………………………… 6 ～ 7

社会医学の立場から……………………………………………………………………………… 8 ～ 9

看護学の立場から……………………………………………………………………………… 10～11

病院長からのメッセージ……………………………………………………………………… 12～13

先輩からのメッセージ………………………………………………………………………… 14～17

Ｑ＆Ａ …………………………………………………………………………………………… 18～23

学部のカリキュラム，大学院の構成………………………………………………………………… 24

医学部入学者の出身地分布，年度別卒業生の進路………………………………………………… 25































進路選択にあたって
基礎看護学2 准教授 坪田 恵子

（1998年 卒業）

看護に興味をもつ皆さんへ
医学薬学教育部 博士前期課程1年 白木 公介

（2018年 卒業）
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私は富山大学（旧富山医科薬
科大学）医学部看護学科の二期
生です。卒業後には，看護師と
して富山大学附属病院に勤務
し，現在は母校の富山大学で教
員をしています。大学時代から
現在まで看護学を学び続けてい
ますが，看護学は奥深い学問で
あり，看護の魅力を感じながら
教員をしています。看護学の礎

を築いたナイチンゲールは，著書の看護覚え書の中で「看護
は回復への過程を支援すべきであること」，そして患者の療
養環境を整える際には「患者の生命力の消耗を最小にするよ
うに整えること」の大切さを述べています。富山大学では，
このような考えを踏まえながら看護学を学んでいき，私が担
当している基礎看護学実習では 2 年生での病院実習で初め
て患者さんを受け持って看護します。患者さんと関わってい
く中で成長していく学生の皆さんの姿を見ることが今の私の
教員としての教育の楽しみの一つです。他に担当している1
～2 年生で行う看護技術を学ぶ演習においては，学生同士
で看護師役と患者役になり患者への関わり方や日常生活上の
看護技術を学んでいきます。看護職者はチームで患者さんへ
のよりよい看護を考えて実践していきますので，授業の演習
でもグループを組んで患者への看護を学んでいく方法をとっ
ています。様々なグループで演習を行っていくことでクラス
の皆とも関わる機会が多く持てると思います。
患者様の回復にはチーム医療が大切となりますが，富山大
学では看護学科の他に医学科，薬学部があり，他の学科の人
達と接することができることも富山大学の魅力であると思い
ます。様々なサークルがあるのでサークル活動の中でも話し
をする機会をもつことができます。
私は自身の看護観を深めたり，看護研究を行う力を身に付
けたいと思い本学の大学院（博士前期課程）にも進学しまし
た。その後，博士後期課程にも進学していますが，私が学び
たいと思った当時は富山大学には課程がまだ設置されていな
かったので他県で学びましたが，現在は本学に後期課程も設
置されています。
このように本学では看護を学ぶ環境が整っています。私は
この富山で看護学について多くの学びを得ることができまし
た。現在，教員としてこれまでに多くの人から学んできたこと
を学生の皆さんに伝えることができることを嬉しく思います。
富山大学で看護学を学びませんか。皆さんと授業で関わる
ことが出来る日を楽しみにしています。

高校生のころ，私には明確な進
路はありませんでした。ただ，せっ
かく進学をするのであれば，将来
に何か役に立つ所へ行きたいなと
思っていた程度です。結果，医療職
で就職に困らず，給与も安定してい
る看護師を目指したわけです。進
路選択自体はほぼ思いつきでした
が，将来の見通しも立ちましたし後
悔があるわけでもありません。看

護学科を卒業すれば多くは看護師として就職しますが，中には他
の職に就く人もいます。だから看護師が合わなければ別の仕事
を探そうくらいの気持ちでいました。しかし，結果としてさらに
看護というものについて学ぶためにさらに進学までして，今まだ
学んでいる最中です。
看護は，人を見る仕事です。医療職の中でも看護職は，特に患

者さんとの距離は近くなります。必然的に人を見る機会も多くな
ります。相手は人ですから，こうしたらああなるという正答があ
るわけではありません。一般的な理論はありますが，それが全て
完璧に当てはまる人はいません。しかし，それこそが人を見る仕
事の面白さでもあると思います。多種多様な人々について理解で
きれば，多分自分は人として少し成長できるような気がします。
それは実生活の中でも今まで理解できなかったような人につい
て少し考えるきっかけを与えてくれます。それは看護師という仕
事だけではなく，自分自身の人生で何らかの糧になってくれるこ
とだと思います。
看護学を学んでいく過程でそういったことを知っていき，少し

ずつ看護学についても興味を持ち始めました。さらに進学するこ
とを決めたのは先生たちとの出会いです。実習中にある先生と
進路の話になり，そこでさらに学び，研究するという新たな道を
提案していただきました。それまでは何となく地元に戻って看護
師やるかぐらいの気持ちでしたが，そこに新たな道が拓けたおか
げで明確に次を見据えることができました。その後他の先生方
にも相談に乗っていただき，進学することを決めました。
一言で言ってしまえばただの偶然でこうして今自分はここにい

ます。しかしそこには一つの後悔もありません。様々な方に助言
をいただきましたが，最後に決めたのは自分です。今これを読ん
でくれている方も進路についていろいろ悩んでいる方が多いと
思います。その中で様々な方に助言もいただきます。でも最後に
決めるのは自分です。後悔のない人生を歩みたいのであれば，一
つひとつの選択を誰かに委ねることはできません。責任もって自
分で選択すれば，後悔なんてしないと思います。将来10年後20
年後，自分がどうなっていたいかという理想を持て，と最近よく
耳にします。看護学科はその見通しはつきやすいです。ただ，看
護師にしかなれないと思わなくてもいいです。探せばいろんな進
路はあります。ただ看護学科でしか学べないこともあります。一
つの助言としてこれを読んでいただき，富山大学を選んでいただ
けたらと思います。

先輩からのメッセージ
看護学科
























